


















































































　さらに，本稿では扱えないが，赤色スポーツインターでは 1928 年に第 1 回スパルタキアード〔2



























委員会は 1914 年 1 月にブリュッセルで会合を持ち，ドイツ，フランス，ベルギーおよびイン
グランドの代表が参加した。規約は立案され，その際，当面の問題はブリュッセルの国際事務




局に任された。国際事務局は支持する国々に手紙で提案を知らせた。国際会議が 1914 年 9 月
に開催されることとなったが，大戦の勃発によって妨げられ，それは 1918 年に開催された。
その時はフランス，ベルギー，イングランドのみが代表を送った。1920 年のルツェルン〔ス










　第 2 に，1913 年のゲントに集まったドイツ，フランス，ベルギー，イングランド（5）の国々では，
すでに国内に労働者スポーツ組織が結成されており，国際組織設立のイニシアティブを取ることが
できる状況にあった。ただし，1920 年のルツェルンでの国際組織結成にあたっては，敗戦国ドイ










係が作られてくるのは 1920 年代末からとしている［Franz Nitsch, ‘Die Internationalen Arbeitersportbewegungen’ . 




















　総勢で 18 カ国，23 組織，1,699,512 人の会員を抱えていた。内訳は，アメリカ（ニューヨーク）：
539 人，ベルギー（ブリュッセル）：10,315 人，ドイツ（ベルリン）：1,119,521 人，デンマーク（コ











　1923 年 4 月 5 日にロンドンの労働者政党，労働組合，労働者スポーツ組織の代表が集まった会
議において，クラリオン・サイクリングクラブ代表のトム・グルームの提案により，満場一致でイ
ギリス労働者スポーツ連盟を設立することが承認された。





議をおこなった。1930 年 1 月に入って，ロンドン労働党とロンドン労働組合協議会は TUC の加盟
組織やロンドン労働党スポーツ協会に書簡を送り，新たな全国的スポーツ組織を結成するための会
議の開催を知らせた。
　1930 年 2 月 20 日夜，ロンドンの運輸会館で設立会議が開かれ，全国労働者スポーツ協会が設立
されることになった。この会議において，ロンドン労働党スポーツ協会が全国労働者スポーツ協会
（7）　上野卓郎編訳，前掲書，238 ページを参照。
（8）　Arbeiterbund für Sport und Körperkultur in Österreich（Hrsg.）：Festschrift zur 2. Arbeiter-Olympiade : 
Wien 1931, Wien 1931, S. 55［https://www.digital.wienbibliothek.at/wbrobv/content/titleinfo/2596780 － 2020 年










第一次世界対戦終了後にドイツ社会民主党が主導して 1919 年 1 月に共和国政府を樹立し，7 月末
には大統領の権限の強い共和制，ドイツ帝国諸邦を基にした州による連邦制，基本的人権の尊重が




　フランクフルト労働者オリンピアードは 1925 年 7 月 24 日から 28 日まで，新しく建築された
40,000 人の観衆を収容できるヴァルト・スタディオンで開催された。ヴァルト・スタディオンは




































　フランクフルト労働者オリンピアードに先だって，第 1 回冬季オリンピアードが 1925 年 1 月 31




　1931 年 7 月 19 日から 27 日までの労働者祭典文化の新しい基準を設けたことで，ウィーンにお
ける労働者オリンピアードはまさしく巨大な輪郭が現れることになった。すなわち，77,166 人の祭









（10）　Franz Nitsch : ‘Wir erlebten, wie Frieden sein kann’. In H. J. Teichler und G. Hauk（Hrsg.）：Illustrierte 





























　ウィーン労働者オリンピアード開催 5 ヶ月前の 2 月 5 日から 8 日までミュルツツーシュラーク
（オーストリア北部シュタイアーマルク州の市）で第 2 回冬季オリンピアードが開催された。
　イギリスにおいては，設立されて間もない全国労働者スポーツ協会の最初で最大の行事が，
ウィーン労働者オリンピアードへの参加であった。1931 年 6 月 20 日にロンドンのクリスタル・パ
レスで全国スポーツ大会が開催され，そこで選抜された競技者たちがウィーン労働者オリンピアー
ドへ派遣された。28 名の競技者チームは参加国中最小のものであったが，「異例にも 4 位の成績で
（12）　Reinhard Krammer : ‘Der ASKÖ und die Wiener Arbeiter-Olympiade 1931’. In Hans Joachim Teichler und 
Gerhard Hauk（Hrsg.）：a.a.o., S. 221.
（13）　Ebenda, S. 207.
（14）　上野卓郎「赤いウィーンの労働者オリンピアード 1931 年」『一橋大学スポーツ研究』29，2010 年，26 ページ。
Julius Deutsch：‘Die Arbeitersport-Internationale’, In Askö（Hesg.）：Festführer : 2 Arbeiter-Olympiade der 





2 名），自転車競技 6 名，水泳 6 名，テニス 4 名（うち女性 2 名）であり，結果は 1 位が 7 つ，2 位





主義政党が結束して，1936 年 2 月 16 日の総選挙で右派を抑えて勝利し，挙国一致内閣を成立させ
た。スペイン人民戦線内閣と称される。しかし，1936 年の人民オリンピアード開催日前日の 18 日
未明にフランコの反乱によってスペイン内戦が始まり，ナチス・ドイツとファシスト・イタリアの
支援を受けたフランコ軍によって 1939 年 3 月に共和国は解体された。
　一方カタロニアでは，1931 年にスペインで共和政が成立すると自治政府が発足し，1932 年には
カタロニア自治憲章が承認され，マシアが初代首相に就任した。スペイン人民戦線内閣のもとで，
1936 年 7 月半ばまでカタロニア自治政府は自立的な政治を展開できたのであった。
（1）　国際フェアプレー委員会パリ国際会議





フェアプレー委員会〕が 1935 年 12 月 6 ～ 7 日にパリで開かれた集会で結成され，その国際会議









（17）　International Conference of Adversaries of the Hitler Olympiad and Friends of the Olympic Movement. 



























ヒルの連名で，6 月 9 日にイギリスの諸組織に向けて「通信」（プレース・インフォーメイション）
を発行した。「通信」には人民オリンピアードの「目的は，記録上の偉業を望みはしないが，国家
間の平和と協力というオリンピック精神を擁護しようという人民スポーツ祭典をもって，ベルリン
（18）　Ibid., 7th June 1936, pp. 3-4.
（19）　Ibid., p. 13. 近年，カタロニアの諸資料を渉猟して英文で書かれた歴史書『人民戦線とバルセロナ 1936 人民オ
リンピック』が出版された。著者は，サンディエゴ・メサ・カレッジの世界史の臨時教授ジェームス・スタウトで
ある。筆者はざっと目を通しただけだが，スペイン本国の動向が詳細につかめるものと思われる［James Stout, 














走では少なくとも 10 秒 6 で走ることが期待されると報告している。これはオリンピアードを通じ
て期待される水準を示している」と（22）。
　この 10 秒 6 という記録はかなりハイレベルなものであった。対抗するベルリン・オリンピック

















（20）　George H. Elvin and H. R. Underhill（BWSA Joint General Secretary），BARCELONA POPULAR 
OLYMPIAD. PRESS INFORMATION, 9th June 1936［MRC/MSS.292/808.91/4］．
（21）　Minutes of National Committee Meeting of CCC held at Valley House, Cheshire, 12th and 13th June 1936
［Manchester Central Library. Local Study Unit：061/i/2］．
（22）　British Workers’ Sports Association, BARCELONA PEOPLE’S OLYMPIAD. PRESS INFORMATION, 15th 
June 1936［MRC/MSS.292/808.91/4］．
（23）　British Workers’ Sports Association. Organising Committee for Team for Barcelona People’s Olympiad. 
PRESS INFORMATION, 24th June 1936［MRC/MSS.292/808.91/4］．
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　以上のように，短期間の内にチーム派遣の準備や問題の解決もなされ，最終的にイギリス代表
チームは，18 名の男子陸上競技者と 7 名の女子陸上競技者，6 名のローンテニス・プレーヤー，5
名のサイクリスト，2 名のスイマー，2 名のチェス競技者，1 名のボクサーの計 41 名の競技者の他
に，4 名のバグパイプ奏者，E・C・ハーディングとジェフリー・ジャクソンの随行者両名，マネー




　7 月 17 日金曜日にバルセロナへ向けてロンドンを発ったイギリス代表チーム一行は，スペイン
内戦が始まってからも数日バルセロナ市街に滞在した。その間の行動を『レイバー』（1936 年 8 月
号）がごく簡単に伝えているので，そのくだりを引用してこの節の結びとしたい。
　イギリス労働者スポーツ協会チームは 2 つの示威行動に参加した―最初のもの，火曜日









ポーツ祭典となるものであった。第 1 回目が 1925 年にフランクフルトで開催され，第 2 回目が








（24）　Daily Worker, 14th July 1936, p. 6.









　1935 年 3 月以来，ほぼ 1 年間で数回に及ぶ社会主義スポーツインターと赤色スポーツインター
との交渉がおこなわれたが，両者の間にはイデオロギー対立とともに目標や戦術の違いがあり，は









　その後，1936 年 8 月 29 ～ 30 日に社会主義スポーツインターはアントワープで第 7 回総会を開
催し，主にアントワープ労働者オリンピアードとそれに先行するチェコスロヴァキアのヨハニス














年報　社会学研究』第 39 巻，2001 年 1 月，91 ページを参照。
（27）　社会主義スポーツインターアントワープ総会の詳細についても，上野，同上書の 78-97 ページを参照。
（28）　Trades Union Congress General Council, Inter-Departmental Correspondence : Letter from A. E. Carthy to 
































（29）　Official Programme of Third International Workers’ Olympiad（Organised by the Socialist Workers’ Sports 
International），Antwerp, Sunday, July 25th to Sunday, August 1st, 1937, inclusive British teams and contingent 





















　アントワープ労働者オリンピアードへのイギリス代表団は 7 月 24 日土曜日にロンドンを発った。












（30）　Minutes of Meeting of the General Committee held at the Offices of the Association, Crown Chambers, 118, 
Chancery Lane, London, W.C.2, on Sunday, May 1st, 1937［The University of Birmingham. Centre for Sports 
Science and History/NCAL/XVIII/G7］．
（31）　Daily Worker, 5th June 1937, p. 8.
（32）　Labour, July 1937, p. 275.






織委員会は 100 メートル競走では少なくとも 10 秒 6 で走ることが期待される」と報じられたよう
に，反戦・平和，反ファシズムの示威運動という性格を持つ国際労働者オリンピアードであって
も，労働者アスリートの競技力向上を否定するものではなく，それなくしてはスポーツ祭典として
の魅力が減じられることを認めていたのである。つまり，私たちが今大切にしているスポーツ文化
の独自性，すなわち競技者の身体能力と巧みな道具操作とを駆使して，コートやフィールドの空間
において個別的ないし集団的に産み出される身体表現の美的世界を大切にするという思想が根付き
つつあったと言えるだろう。
 （あおぬま・ひろゆき　武蔵野美術大学身体運動文化研究室教授）　
